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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年9月7日(2020.9.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マシン型通信（ＭＴＣ）情報ビットのうち第１のビット集合を、第１の符号化率でエン
コードするように構成された第１のエンコーダと、
　前記ＭＴＣ情報ビットのうち第２のビット集合を、第２の符号化率でエンコードするよ
うに構成された第２のエンコーダと、
　前記第１のビット集合及び前記第２のビット集合を階層化変調により変調して階層変調
信号を生成するように構成された変調部と、
　信号品質閾値を上回る第１の送信を受信する第１のＭＴＣ装置が前記第１のビット集合
及び前記第２のビット集合を復元でき、かつ、前記信号品質閾値を下回る前記第１の送信
を受信する第２のＭＴＣ装置が高変調次数よりも低い低変調次数を使用して前記第１のビ
ット集合を復元できるように、前記階層変調信号を前記第１の送信としてブロードキャス
トする送信部と、を備える、基地局。
【請求項２】
　前記第２のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの数は、前記第１のビット集合
に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの数よりも多く、
　前記第１のエンコーダは、前記第１のビット集合を前記第１の符号化率でエンコードし
て第１の符号化ビット数を生成するように構成され、
　前記第２のエンコーダは、前記第２のビット集合を前記第２の符号化率でエンコードし
て第２の符号化ビット数を生成するように構成され、
　前記第１の符号化ビット数は、前記第２の符号化ビット数と等しい、請求項１に記載の
基地局。
【請求項３】
　前記第２のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの数は、前記第１のビット集合
に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの数の整数倍である、請求項２に記載の基地局。
【請求項４】
　Ｒ１＝Ｋ１／（ｐＬ／２）、かつＲ２＝Ｋ２／（ｐＬ／２）であり、
　式中、Ｒ１は、前記第１の符号化率であり、Ｒ２は、前記第２の符号化率であり、Ｋ１
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は、前記第１のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの数であり、Ｋ２は、前記第
２のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの数であり、ｐは、前記高変調次数の変
調の次数であり、Ｌは、前記変調部によって生成されたシンボル数である、請求項３に記
載の基地局。
【請求項５】
　Ｒ１は、Ｒ２よりも小さく、各シンボルは、最上位ビット及び最下位ビットを含み、前
記最上位ビットは、前記第１のエンコーダからの符号化ビットであり、前記最下位ビット
は、前記第２のエンコーダからの符号化ビットである、請求項４に記載の基地局。
【請求項６】
　マシン型通信（ＭＴＣ）情報ビットのうち第１のビット集合を、第１の符号化率でエン
コードするように構成された第１のエンコーダと、
　前記ＭＴＣ情報ビットのうち第２のビット集合を、第２の符号化率でエンコードするよ
うに構成された第２のエンコーダと、
　前記第１のビット集合及び前記第２のビット集合を階層化変調により変調して階層化変
調信号を生成するように構成された変調部と、
　信号品質閾値を上回る第１の送信を受信する第１のＭＴＣ装置が前記第１のビット集合
及び前記第２のビット集合を復元でき、かつ、前記信号品質閾値を下回る前記第１の送信
を受信する第２のＭＴＣ装置が高変調次数よりも低い低変調次数を使用して前記第１のビ
ット集合を復元できるように、前記階層化変調信号を前記第１の送信としてブロードキャ
ストする送信部と、を含む、基地局と、
　前記第１の送信を受信するように構成された受信部と、
　前記高変調次数を適用して前記第１の送信を復調して符号化ビットの第２の集合を生成
するように構成された復調部と、
　前記符号化ビットの第２の集合を復号して、前記第２のビット集合を生成するように構
成されたデコーダと、
　前記第２のビット集合を、前記第２のＭＴＣ装置に送信するように構成された送信部と
、を含む、中継局と、を備える、通信システム。
【請求項７】
　前記第２のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの数は、前記第１のビット集合
に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの数より大きく、
　前記第１のエンコーダは、前記第１のビット集合を前記第１の符号化率でエンコードし
て、第１の符号化ビット数を生成するように構成され、
　前記第２のエンコーダは、前記第２のビット集合を前記第２の符号化率でエンコードし
て、第２の符号化ビット数を生成するように構成され、
　前記第１の符号化ビット数は、前記第２の符号化ビット数と等しい、請求項６に記載の
システム。
【請求項８】
　前記第２のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの前記数は、前記第１のビット
集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの前記数の整数倍である、請求項７に記載のシステ
ム。
【請求項９】
　Ｒ１＝Ｋ１／（ｐＬ／２）、かつＲ２＝Ｋ２／（ｐＬ／２）であり、
　式中、Ｒ１は、前記第１の符号化率であり、Ｒ２は、前記第２の符号化率であり、Ｋ１
は、前記第１のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの前記数であり、Ｋ２は、前
記第２のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの前記数であり、ｐは、高次変調の
変調の次数であり、Ｌは、前記変調部によって生成されたシンボル数である、請求項８に
記載のシステム。
【請求項１０】
　マシン型通信（ＭＴＣ）装置であって、
　ＭＴＣ情報を含む第１の信号であって、前記ＭＴＣ情報ビットのうち第１の符号化率で
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エンコードされた第１のビット集合と前記ＭＴＣ情報ビットのうち第２の符号化率でエン
コードされた第２のビット集合とが高変調次数で変調され、かつ、前記ＭＴＣ情報ビット
のうち前記第１の符号化率でエンコードされた前記第１のビット集合が前記高変調次数よ
りも低い低変調次数で変調されるように、階層化変調を使って変調された前記第１の信号
を基地局から受信する第１の受信部と、
　前記低変調次数を使用して前記第１の信号を復調して符号化ビットの集合を復元するよ
うに構成された復調部と、
　前記符号化ビットの集合を前記第１の符号化率で復号して前記第１のビット集合を復元
するように構成されたデコーダと、
　中継局から、前記第２のビット集合を含む第２の信号を受信するように構成された第２
の受信部と、を備える、ＭＴＣ装置。
【請求項１１】
　前記第１の受信部は、前記符号化ビットのシーケンス順を示すシーケンス情報を受信す
るように更に構成されている、請求項１０に記載のＭＴＣ装置。
【請求項１２】
　前記第２のビット集合に含まれるビットの数は、前記第１のビット集合に含まれるＭＴ
Ｃビットの数より大きく、
　前記第１のビット集合は、第１の符号化率でエンコードされて、前記第１の信号におい
て第１の符号化ビット数を生成し、
　前記第２のビット集合は、第２の符号化率でエンコードされて、前記第１の信号におい
て第２の符号化ビット数を生成し、
　前記第１の符号化ビット数は、前記第２の符号化ビット数と等しい、請求項１０に記載
のＭＴＣ装置。
【請求項１３】
　前記第２のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの前記数は、前記第１のビット
集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの前記数の整数倍であり、Ｒ１＝Ｋ１／（ｐＬ／２
）、かつＲ２＝Ｋ２／（ｐＬ／２）であり、
　式中、Ｒ１は、前記第１の符号化率であり、Ｒ２は、前記第２の符号化率であり、Ｋ１
は、前記第１のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの前記数であり、Ｋ２は、前
記第２のビット集合に含まれる前記ＭＴＣ情報ビットの前記数であり、ｐは、高次変調の
変調の次数であり、Ｌは、前記第１の信号におけるシンボル数である、請求項１２に記載
のＭＴＣ装置。
【請求項１４】
　前記第１の受信部及び前記第２の受信部は、第３世代パートーナシッププロジェクト（
３ＧＰＰ）ロングターム・エボリューション（ＬＴＥ）の通信仕様の少なくとも１つの改
訂版に従って動作する受信部の一部である、請求項１０に記載のＭＴＣ装置。
【請求項１５】
　前記第１の受信部は、第３世代パートーナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングター
ム・エボリューション（ＬＴＥ）の通信仕様の少なくとも１つの改訂版に従って動作し、
　前記第２の受信部は、ＷｉＦｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、及びＩＥＥＥ８０２．１１通信
プロトコルのうちの少なくとも１つに従って動作するように構成されている、請求項１０
に記載のＭＴＣ装置。
【請求項１６】
　マシン型通信（ＭＴＣ）情報ビットのうち第１のビット集合を、第１の符号化率でエン
コードするように構成された第１のエンコーダと、
　前記ＭＴＣ情報ビットのうち第２のビット集合を、第２の符号化率でエンコードするよ
うに構成された第２のエンコーダと、
　前記第１のビット集合及び前記第２のビット集合を階層化変調により変調して階層変調
信号を生成するように構成された変調部と、
　前記階層変調信号を第１の送信としてブロードキャストする送信部と、を備える、基地
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局。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　基地局は、階層化変調を使用して送受信局のカバレッジエリア内のマシンタイプコミュ
ニケーション（ＭＴＣ）装置に情報をブロードキャストし、信号品質閾値を上回るブロー
ドキャストを受信するＭＴＣ装置は、高変調次数を適用することによってＭＴＣ情報を復
元できる。品質閾値を下回るブロードキャストを受信するＭＴＣ装置は、より低い変調次
数を適用することによってＭＴＣ情報の一部を復元し、中継局から送信されたＭＴＣ情報
の残りの部分を復元できる。基地局は、ＭＴＣ情報ビットのうち第１の集合を第１の符号
化率でエンコードし、ＭＴＣ情報ビットのうち第２の集合を第２の符号化率でエンコード
するエンコーダを含む。第１及び第２のビット集合は、階層化変調を使用して変調され、
第１の送信において基地局のサービスエリア内でブロードキャストされ、第１のビット集
合は、低変調次数を使用して復元することができ、第２のビット集合は、高変調次数を使
用して復元することができる。中継局は、第１の送信を受信、復調、及び復号して、少な
くとも第２のビット集合を復元する。中継局は、少なくとも第２のビット集合を含む第２
の送信を、第１の送信からの第２のビット集合を復元していなかった少なくとも１つのＭ
ＴＣ装置に送信する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　図２Ａは、基地局がＭＴＣ情報を２つのビット集合に分離し、各集合に異なる符号化率
を適用する例の通信システムのブロック図である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　図１の例では、基地局１０２は、階層化変調を使用してＭＴＣ情報１０６のすべてをブ
ロードキャストし、ＭＴＣ情報１０６のすべてが、送信を復調するために高変調次数を使
用して、ＭＴＣ装置によって復元され、ＭＴＣ情報のうちの一部は、高変調次数よりも低
い低変調次数を使用してＭＴＣ装置によって復元することができる。受信された送信の信
号品質が信号品質閾値を上回るとき、高変調次数を使用して信号の復調に成功することが
できる。以下に更に詳細に論じるように、基地局１０２は、ＭＴＣ情報の部分に対して異
なる符号化率を適用する。ＭＴＣ情報ビットのうち第１の集合は、第１の符号化率で符号
化され、ＭＴＣ情報ビットのうち第２の集合は、第２の符号化率で符号化される。ＭＴＣ
情報の第１の部分１１８は、第１の符号化率でエンコードされている第１のビット集合を
含む。ＭＴＣ情報の第２の部分１１４は、第２の符号化率でエンコードされている第２の
ビット集合を含む。図１の例では、第１のビット集合は、第２のビット集合よりも低い符
号化率でエンコードされ、結果として生じる符号化ビットの第１の集合は、結果として生
じる符号化ビットの集合よりも低い変調次数で変調される。　
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　この例では、基地局１０２からの送信１１２は、すべてのＭＴＣ情報１０６を含んでい
るので、ＭＴＣ情報１０６は、第１の送信１１２のみの復調に成功することと、ＭＴＣ情
報の第１の部分及びＭＴＣ情報の第２の部分を復元するために、異なる復号化率を使用し
て両方の符号化ビットの集合の復号化に成功することと、により、復元され得る。しかし
ながら、送信１１２からＭＴＣ情報の全ビットを復元するために、受信側ＭＴＣ装置は、
送信を復調するためにより高い変調次数を適用しなければならない。より低い変調次数を
適用して、第１の復号化率を適用することにより、第１の送信１１２に含まれるＭＴＣ情
報の一部１１８を復元することができる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　図１の例では、第２のＭＴＣ装置１１０は、より高い変調次数を使用した送信１１２の
復調を可能にする信号品質閾値を下回る信号を基地局１０２から受信する。しかし、第２
のＭＴＣ装置１１０は、送信１１２を復調するために低変調次数を適用し、より低い符号
化率を使用して復号されたＭＴＣ情報の一部１１８を復元する。ＭＴＣ情報の残りの部分
１１４は、中継局１０４から受信される。ＭＴＣ情報の残りの部分１１４は、実施態様及
び／又は状況に応じて、低変調次数又は高変調次数で送信され得る。残りの部分１１４は
、すべてのＭＴＣ情報を含む送信の一部として送信されてもよく、又は他のＭＴＣ情報な
しで送信されてもよい。さらに、中継局は、ＭＴＣ情報の残りの部分を伝達するために異
なる通信技術を使用してもよい。例えば、ＷｉＦｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、及び他のＩＥ
ＥＥ８０２．１１無線技術を使用して、ＭＴＣ情報の第２の部分１１４を伝達することが
できる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　例えば、中継局１０４は、ＭＴＣ情報の第２の部分１１４を復元した後、それを第２の
ＭＴＣ装置１１０に転送する。中継局１０４は、より高い変調次数を適用して、すべての
符号化ビットを復元し、次に、より高い符号化率を適用して、符号化ビットの第２の集合
を復元する。中継局は、ＭＢＳＦＮ技術又はポイントツーポイント技術を使用していても
よく、かつ他の通信技術を使用してもよい第２の送信で、少なくとも符号化ビットの第２
の集合をＭＴＣ装置１１０に送信する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　したがって、第１のＭＴＣ装置１０８は、高変調次数を使用して基地局１０２からの送
信１１２を復調して、最小の受信時間内にＭＴＣ情報１０６を受信することによって、最
小の電力消費でＭＴＣ情報１０６を復元する。第２のＭＴＣ装置１１０は、送信１１２を
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復調するために高変調次数を使用することができないが、低変調次を使用して、階層化変
調送信１１２を復調して、ＭＴＣ情報の一部１１８を受信する。第１の送信は、より低い
変調次数を用いて復調され、符号化ＭＴＣ情報ビットの第１の集合は、より低い符号化率
を用いて復号される。ＭＴＣ装置１１０は、第２の送信における中継局１０４からのＭＴ
Ｃ情報の残りの部分１１４を復元する。したがって、第２のＭＣＴ装置１１０は、複数の
送受信局１０２、１０４からの複数の送信１１２、１１６における情報からＭＴＣ情報の
すべてを復元する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　図２Ａは、基地局１０２がＭＴＣ情報を２つのビット集合に分離し、各集合に異なる符
号化率を適用する一例の通信システム１００のブロック図である。図２Ａの例では、基地
局１０２は、ｅＮＢ、ｅＮｏｄｅＢ、アクセスポイント、又はシステム内で同様のタスク
を実行しているか、さもなければ、３ＧＰＰ通信仕様の改訂版に従って動作している任意
の他のデバイスである。この例の中継局１０４は、通信仕様に従って基地局１０２と通信
する。基地局１０２及び中継局１０４は、２つのエリアが互いに少なくとも部分的に重複
する地理的サービスエリア内で無線サービスを提供する。第２のＭＴＣ装置１１０は、基
地局１０２及び中継局１０４から信号を受信することができる。　図２Ａの例では、ＭＴ
Ｃ情報１０６のすべてが基地局１０２からの第１の送信１１２に含まれ、ＭＴＣ情報１０
６の少なくとも第２の部分（第２のビット集合）が中継局１０４からの第２の送信１１６
に含まれる。基地局１０２及び中継局１０４を参照して説明されるブロックの多様な機能
及び動作は、任意の数のデバイス、回路、電子機器、コード、又は要素において実装され
てもよい。機能ブロックのうちの２つ以上は、単一の装置に統合されてもよく、任意の単
一のブロックにおいて実装されるように記載された機能は、複数の装置にわたって実施さ
れてもよい。　例えば、基地局内の２つのエンコーダ２０８、２１２の機能は、異なる符
号化率を異なるビット集合に適用することができる単一の装置によって実行されてもよい
。また、エンコーダ２０８、２１４及びシーケンサ２１６の機能は、状況によっては、単
一の信号処理装置によって実行されてもよい。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　基地局１０２は、ＭＴＣ情報のビットをＭＴＣ情報ビット２０４の第１の集合とＭＴＣ
情報ビット２０６の第２の集合とに分離するデマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）２０２を含
む。第１の集合におけるＭＴＣ情報ビット数は、Ｋ１であり、第２の集合におけるＭＴＣ
情報ビット数は、Ｋ２であり、ＭＴＣ情報ビットの総数は、Ｋ１＋Ｋ２である。Ｋ２は、
Ｋ１よりも大きく、この例では、Ｋ１及びＫ２は、ビットが符号化された後に所望の数の
符号化ビットが得られるように選択される。ＭＴＣ情報ビットの第１の集合は、第１の符
号化率を有する第１のエンコーダ２０８によって符号化されて、符号化ビット２１０の第
１の集合を生成する。ＭＴＣ情報ビット２０６の第２の集合は、第２の符号化率を有する
第２のエンコーダ２１２によって符号化されて、符号化ビット２１４の第２の集合を生成
する。シーケンサ２１６は、符号化ビット２１０の第１の集合からのビットと、符号化ビ
ット２１４の第２の集合からのビットとを、変調部２２０によって変調されるビットシー
ケンスにおいて組み合わせる。この例では、ビットシーケンスは、同数の第１の符号化ビ
ット２１０と第２の符号化ビット２１４とを含む。変調部２２０は、階層化変調を符号化
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ビットシーケンスに適用するｐ次変調部である。送信部２２４は、第１の送信として、基
地局１０２のサービスエリア内で階層化変調信号を送信する。例えば、符号化率、Ｋ１、
Ｋ２は、第１の集合の符号化ビット２１０の数が第２の集合の符号化ビット２１４の数に
等しくなるように選択される。Ｌが第１の送信１１２において生成された変調シンボルの
総数である場合、符号化ビットの第１の集合内の符号化ビット数及び符号化ビットの第２
の集合内の符号化ビット数は、ｐＬ／２に等しく、式中、ｐは、変調部２２０の最高変調
次数を示す。第１のエンコーダの符号化率は、Ｒ１であり、第２のエンコーダの符号化率
は、Ｒ２であり、Ｒ１＝Ｋ１／（ｐＬ／２）及びＲ２＝Ｋ２／（ｐＬ／２）である。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　数を使用する例では、ＭＴＣ情報ビットの総数が９６に等しく、変調部が第４次変調部
であると仮定する。９６ビットは、Ｋ１＝３２、ｋ２＝６４となるように２つの集合に分
割できる。エンコーダは、Ｒ１＝１／４とＲ２＝１／２の符号化率を有するように設定で
きる。したがって、この例では、第１のエンコーダ２０８は、３２個のＭＴＣ情報ビット
から１２８個の符号化ビットを生成し、第２のエンコーダ２１２は、６４個の情報ビット
２０６を符号化して、１２８個の符号化ビットを生成する。変調部は、２５６個の符号化
ビットを含むビットシーケンスに第４次変調を適用して、６４個の変調シンボルを生成し
、各変調シンボルは１６個の潜在的なシンボルのうちの１個によって表される。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　中継局１０４内の受信部２２６は、高変調次数を使用して信号を復調するために必要と
される信号品質閾値を上回る品質レベルで基地局１０２からの第１の送信１１２を受信す
る。復調部２２８は、受信信号を復調して、シーケンスを符号化ビットに復元する。デマ
ルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）は、シーケンス情報２２４を適用して、符号化ビット２０４
の第１の集合を符号化ビット２０６の第２の集合から分離する。デコーダ２３４は、第２
の符号化率を符号化ビットに適用して、情報ビット２０６の第２の集合を復元する。状況
によっては、中継局１０４はまた、符号化ビットの第１の集合を復号してもよい。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　ＭＴＣ情報ビットの第２の集合は、エンコーダ２３５によってエンコードされ、変調部
２３６によって変調され、送信部２３６によって第２のＭＴＣ装置１１０に送信される。
使用される特定の技術及び通信技術に応じて、中継局は、変調及び／又は送信前に、ＭＴ
Ｃ情報ビットを処理するための他の構成要素を含んでもよい。ＭＴＣ装置への送信のため
に中継局が基地局と同じ通信チャネルを使用しているいくつかの状況では、第１の送信１
１２及び第２の送信１１６は、干渉を回避するためにヌルを含んでもよい。このような状
況では、任意の所与の時間に、局のうちの一方（基地局又は中継局）のみに送信させるこ
とで、干渉もまた避けることができる。ＭＴＣ情報ビットが、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈのような他の通信技術を使用して送信される場合、中継局は、３ＧＰＰ信号を送信する
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ための他の送信部を含んでもよい。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　図２Ｂは、高変調が１６、低変調次数が４である例の符号化ビットのシーケンス化及び
変調を示す図である。シーケンサ及び変調部は、第１のエンコーダからの符号化ビットを
シンボルの最上位ビット（ＭＳＢ）に適用し、第２のエンコーダからの符号化ビットをシ
ンボルの最下位ビットに適用することによって、符号化ビットの２つの集合からシンボル
を形成する。したがって、図２Ｂの例では、第１のエンコーダからの２つの符号化ビット
は「０１」であり、第２のエンコーダからの符号化ビットは「１０」であり、シンボル「
０１１０」を形成する。より低い変調次数（この例では、４に等しい）を適用する受信部
であれば、シンボルが現れる象限（ＩＩ）を決定し、最初の２つの最上位ビット（「０１
」）のみを復元することができるだけであると考えられる。より高い次数の変調次数（こ
の例では、１６に等しい）を適用する受信部であれば、最下位ビット並びに最上位ビット
を復元して、４つの符号化ビット「０１１０」を復元すると考えられる。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　図３は、第１のＭＴＣ装置が基地局１０２からの第１の送信１１２を受信しているシス
テム１００のブロック図である。第１のＭＴＣ装置１０８及び第２のＭＴＣ装置１１０を
参照して説明されたブロックの様々な機能及び動作は、任意の数の装置、回路、電子機器
、コード、又は要素で実装されてもよい。機能ブロックのうちの２つ以上は、単一の装置
に統合されてもよく、任意の単一のブロックにおいて実装されるように記載された機能は
、複数の装置にわたって実施されてもよい。　例えば、第１のＭＴＣ装置１０８内の２つ
のデコーダ３０８、３１０の機能は、異なるビットの集合を復号するために異なる符号化
率を適用することができる単一の装置によって実行されてもよい。また、受信部３０２及
び復調部３０４の機能は、状況によっては、単一の受信装置によって実行されてもよい。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　受信部３０２は、復調部３０４が高変調次数を使用して受信信号を復調することを可能
にする信号品質閾値を上回る信号品質で基地局１０２から第１の送信１１２を受信する。
　復調された信号は、デマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）３０６によって符号化ビット２１
０の第１の集合と符号化ビット２１０の第２の集合とに分離される。デマルチプレクサ３
０６は、シーケンス情報２２４を適用して、符号化ビットを分離する。符号化ビット２１
０の第１の集合は、第１のデコーダ４０６において復号され、ＭＴＣ情報ビット２０４の
第１の集合を復元する。第１のデコーダ３０８は、第１の符号化率を適用して、ビット２
０４の第１の集合を復元する。符号化ビット２１４の第２の集合は、第２の復号部３１０
において復号され、ＭＴＣ情報ビット２０６の第２の集合を復元する。第２のデコーダ４
０６は、第２の符号化率を適用して、ビット２０６の第２の集合を復元する。マルチプレ
クサ３１２は、ＭＴＣ情報ビットの２つの集合を組み合わせて、元のＭＴＣ情報を形成す
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る。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　　図４は、第２のＭＴＣ装置１１０が、基地局１０２から第１の送信１１２を受信し、
中継局１０４から第２の送信１１６を受信しているシステム１００のブロック図である。
第２のＭＴＣ装置１１０を参照して説明されるブロックの種々の機能及び動作は、任意の
数の装置、回路、電子機器、コード、又は要素で実装されてもよい。機能ブロックのうち
の２つ以上は、単一の装置に統合されてもよく、任意の単一のブロックにおいて実装され
るように記載された機能は、複数の装置にわたって実施されてもよい。　例えば、受信部
４０２及び復調部４０４の機能は、状況によっては、単一の受信装置によって実行されて
もよい。状況によっては、第１のＭＴＣ装置１０８及び第２のＭＴＣ装置１１０は、同じ
構成要素及び機能性を含んでもよい。簡潔さ及び明瞭さのために、特定の例に関連する機
能のみが図３及び図４を参照して説明される。例えば、状況によっては、第２のＭＴＣ装
置１１０は、条件が許せば、デマルチプレクサ３０６と、ＭＴＣ情報ビットの第２の集合
を復元するための第２のデコーダ３１０と、を含む。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　受信部４０２は、復調部４０４が高変調次数を使用して受信信号を復調することを可能
にする信号品質閾値を下回る信号品質で基地局１０２から第１の送信１１２を受信する。
その結果、復調部４０４は、より低い変調次数を適用して、符号化ビット２１０の第１の
集合を復元する。復調部４０４は、シーケンス情報２２４を適用して、符号化ビット２１
０の第１の集合を抽出する。符号化ビット２１０の第１の集合は、デコーダ４０６におい
て復号されて、ＭＴＣ情報ビット２０４の第１の集合を復元する。デコーダ４０６は、第
１の符号化率を適用して、ビット２０４の第１の集合を復元する。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　別の受信部４０８は、中継局１０４から第２の送信１１６を受信する。状況によっては
、２つの受信部４０２、４０８の機能は、単一の受信部によって実行される。例えば、基
地局と中継局とがＬＴＥシステムのチャネルを使用してそれぞれの送信を送信している場
合、単一の受信部が両方の送信を受信していてもよい。しかしながら、第２の送信が異な
る通信技術を使用して送信される場合、第２の送信を受信するために別個の受信部が使用
される可能性が高い。図４の例では、受信部４０８は、第２の送信１１６に必要な任意の
処理を復調及び適用して、ＭＴＣ情報ビット２０６の第２の集合を復元する。マルチプレ
クサ３４０は、基地局１０２から受信したＭＴＣ情報ビット２０４の第１の集合を、中継
局から受信したＭＴＣ情報ビット２０６の第２の集合と組み合わせて、元のＭＴＣ情報１
０６を形成する。　
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　ステップ５０４において、ＭＴＣ情報ビットは、ＭＴＣ情報ビット２１０の第１の集合
とＭＴＣ情報ビット２１４の第２の集合とに分離される。本明細書の例では、基地局１０
２内のデマルチプレクサ２０２は、ＭＴＣ情報１０６から２つの集合を生成する。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　ステップ５０６において、ＭＴＣ情報ビットの第１の集合は、第１の符号化率で符号化
される。例えば、基地局１０２内の第１のエンコーダ２０８は、ＭＴＣ情報ビット２０４
の第１の集合をエンコードして、符号化ビット２１０の第１の集合を生成する。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　ステップ５０８において、ＭＴＣ情報ビットの第２の集合は、第２の符号化率で符号化
される。例えば、基地局１０２内の第２のエンコーダ２０８は、ＭＴＣ情報ビット２０６
の第２の集合をエンコードして、符号化ビット２１４の第２の集合を生成する。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　ステップ５１０で、階層化変調を使用して、符号化ビットの両方の集合を変調して、階
層化変調信号を生成する。シーケンサは、両方の集合から符号化ビットを選択して、高変
調次数で変調されたビットシーケンスを生成する。本明細書の例では、ＭＴＣ情報の第２
の集合に含まれるビット数（Ｋ２）は、第１の集合に含まれるビット数（Ｋ１）よりも多
い。第２の符号化率は、第１の符号化率よりも大きい。各集合の符号化率及び各集合に含
まれるビット数は、各集合から結果として得られる符号化ビット数が等しくなるように選
択される。変調部２２０は、Ｌ個のシンボルが符号化ビットの集合から生成されるように
、ｐ次変調を、組み合わされた符号化ビットに適用する。したがって、第１の符号化率（
Ｒ１）は、Ｋ１／（ｐＬ／２）に等しく、第２の符号化率（Ｒ２）は、Ｋ２／（ｐＬ／２
）に等しい。
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　ステップ５１２で、基地局１０２は、ＭＴＣ情報を第１の送信１１２でブロードキャス
トする。上述したように、信号は、信号品質閾値を上回る送信を受信するＭＴＣ装置が、
高変調次数を使用して送信を復調して、送信に含まれるＭＴＣ情報のすべてを復元するこ
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とができるように、階層化変調を使用して変調される。他のＭＴＣ装置は、より低い変調
次数を適用して、第１の送信を復調することによって、ＭＴＣ情報の一部（マシン型（Ｍ
ＴＣ）情報ビットのうち、第１の集合）を復元することができる。
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　ステップ５１６において、中継局１０４は、第１の送信からＭＴＣ情報ビット２０６の
第２の集合を復元する。例えば、中継局１０４は、第２の符号化率を適用して、符号化ビ
ット２１０の第２の集合を復号し、かつＭＴＣ情報ビット２０６の第２の集合を復元する
。
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　ステップ５１８で、中継は、ＭＴＣ情報ビット２０６の第２の集合を含む第２の送信を
送信する。第２の送信１１６は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ通信規格に従って送信されることがで
きるが、ＷｉＦｉ及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈなどの他の無線通信技術を使用して送信されて
もよい。
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　ステップ６１０で、符号化ビットは、符号化ビットの第１の集合と符号化ビット２１４
の第２の集合とに分離される。例えば、デマルチプレクサは、シーケンス情報２２４に基
づいてビットを分離する。
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
　ステップ６１２で、符号化ビットの第２の集合が復号される。符号化ビット２１０の第
１の集合は、第１の符号化率を使って復号されて、ＭＴＣ情報ビット２０４の第１の集合
を復元する。符号化ビット２１４の第２の集合は、第２の符号化率を使って復号されて、
ＭＴＣ情報ビット２０６の第２の集合を復元する。
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　ステップ６１４で、ＭＴＣ情報ビット２０４の第１の集合及びＭＴＣ情報ビット２０６
の第２の集合が組み合わされて、ＭＴＣ情報１０６を復元する。
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【誤訳訂正３０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　ステップ６１６で、第１の送信は、低変調次数を使用して復調されて、ＭＴＣ情報の一
部を復元する。符号化ビット２１０の第１の集合は、第１の送信１１２から復元される。
【誤訳訂正３１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
　ステップ６１８で、符号化ビットの第１の集合は、第１の符号化率を使って復号されて
、ＭＴＣ情報ビット２０４の第１の集合を復元する。
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